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高齢化率は中心市街地においても高い 
高齢化率の割合の高い地域は、中山間地だけでなく中心市街地でも 30％を超える地域が多

くあり、特に打吹地区でまとまって高い地区があります。また、市街地周辺部においても一

部高齢化率の高い地区が見られます。 
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5,082 4,

1,844 1,

5,319 4,

流出

19

北
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区）は人
見ると、市街

周辺及び打吹

地域周辺部で

 

平成 17 年及び

密度は低下
地区（DID）

面積は約 2倍
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部増加 
人口が増

れますが、

もとに作成 

 

 
は概ね用

％程度の

られます。 

増減率 

＋111%

＋41% 

－33% 

17）

設定される

いに隣接す

年国勢調査



 地⑥

交通
地

して

一

上灘

人

い物

 
■地

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）

 

 

地　

上北

上井

西郷

上灘

成徳

明倫

灘手

社

北谷

高城

小鴨

上小

関金

総数

地区別人口動

通利便性
地区別の人口

ているものの

一方、地区別

灘、社、小鴨

人口や世帯数

物等の利便性

地区別人口 

表中の色分

ら 3～4地

区 H7

北条 2,717

井 6,863

郷 5,303

灘 6,325

徳 4,372

倫 5,483

手 1,301

社 5,617

谷 1,891

城 2,846

鴨 6,340

小鴨 2,049

金 4,562

数 55,669

動態 
の高い地
口を見ると、

の、その他の

別の世帯数を

鴨地区は増加

数の増加して

性の高い地区

     

分けは、市内

区ずつにまと

 

単

H12 H17

2,538 2,482

7,132 7,276

5,427 5,460

5,999 6,039

3,853 3,504

4,918 4,567

1,215 1,103

5,827 5,531

1,723 1,603

2,658 2,408

6,507 6,624

1,914 1,814

4,316 4,181

54,027 52,592

地区で人口
平成 7 年か

の地区は減少

を見ると、平

加しているも

ている地区は

区であること

     

13 の地区公

とめ、4つの

単位：人口（人）、

H22 H27

2,465 2,44

7,418 7,24

5,518 5,60

5,824 5,83

3,251 2,91

4,087 3,74

1,018 94

5,278 5,16

1,461 1,36

2,211 2,00

6,655 6,71

1,696 1,54

3,838 3,53

50,720 49,04

資料

2-15 

口・世帯数
から平成 27

少しています

平成 7年から

ものの、その

は、駅や国道

とが伺えます

     

公民館を中心

の地域に区分

増加率（％）
H27-H7
増加率

41 -11.3

43 5.2

05 5.4

35 -8.4

17 -49.9

42 -46.5

43 -38.0

66 -8.7

62 -38.8

09 -41.7

11 5.5

40 -33.1

30 -29.2

44 -13.5

料：国勢調査

数が増加
年にかけて

す。 

平成 27 年に

の他の地区は

道など主要幹

す。 

■地区別世帯

心とする地区

分しています

地　区 H7

上北条 7

上井 2,4

西郷 1,6

上灘 2,1

成徳 1,6

明倫 1,8

灘手 3

社 1,5

北谷 5

高城 7

小鴨 1,9

上小鴨 5

関金 1,2

総数 17,4

第２章 

、上井、西郷

にかけて、上

減少してい

幹線道路に近

帯数 

区を河川流域や

す。 

単

7 H12 H

769 769

445 2,648

664 1,777

160 2,133

686 1,573

888 1,779

320 323

576 1,707

500 493

708 703

960 2,117

555 541

264 1,249

495 17,812 1

倉吉市の現

郷、小鴨地

上北条、上井

ます。 

近く、通勤、通

域や土地利用状

単位：世帯数（世

H17 H22

820 844

2,826 3,013

1,838 1,959

2,292 2,283

1,485 1,408

1,703 1,564

316 300

1,703 1,718

485 464

692 669

2,257 2,316

544 536

1,233 1,192

8,194 18,266

現状と課題 

区は増加

、西郷、

通学、買

状況等か

帯）、増加率（％）

H27
H27-H7
増加率

896 14.2

3,054 19.9

2,132 22.0

2,385 9.4

1,319 -27.8

1,498 -26.0

300 -6.7

1,778 11.4

460 -8.7

658 -7.6

2,392 18.1

518 -7.1

1,158 -9.2

18,548 5.7

資料：国勢調査

）
7

率

2

9

0

4

8

0

7

4

7

6

1

1

2

7

査
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 地⑦

利便
中

梨浜

街地

口が

 
■住

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地

標

一

業

寄

△地

７

れ

の

 

な

章 倉吉市の

地価状況 
便性が高
中心市街地の

浜町、北栄町

地より安い地

が増加する要

住宅地の地価

価公示とは、

準地を選定し

般の土地の取

用地の取得価

与します。 

価調査とは、

月１日時点の

は、国が行う

土地取引の指

なお、上記の価

現状と課題 

く、地価
の住宅地の地

町は、1～2万

地価が、湯梨

要因のひとつ

価分布図 

資料：平成 2

地価公示法に

て「正常な価

取引価格に対し

価格の算定等の

国土利用計画

基準地の標準

地価公示（毎

標ともなって

格は実際の取

価の安いと
地価は 1 ㎡当

万円台となっ

梨浜町など周

つと推測され

29 年地価公示

に基づいて、毎

価格」を判定し

して指標を与え

の規準とされ、

画法に基づき、

準価格を判定し

毎年１月１日時

います。 

取引額（実勢価

2-16 

ところへ人
当たり 2～4

っています。

周辺の町への

れます。 

（国土交通省

毎年１月１日に

し公示するもの

えるとともに、

適正な地価の

都道府県知事

しているもので

時点）とあわせ

格）とは異な

人口が移動
万円台です

このことか

の転出や小鴨

 

）、平成 29 年

における

のです。

公共事

の形成に

事が毎年

です。こ

せて一般

ります。

● 地価公示

▲ 地価調査

  国道 

  中心市街

  用途地域

  都市計画

動 
すが、小鴨地

から、利便性

鴨地区など中

年地価調査基準

凡  例 

示価格（数値の

査価格（数値の

街地 

域 

画区域 

地区、上北条地

の高さに加

心市街地周辺

準値価格調書

の単位：万円）

の単位：万円）

地区、湯

え中心市

辺部で人

（鳥取県） 

）

）
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 人⑧

今後
平

手法

年の

17,

平

32

（1

5,0

口

して

今後

とが

国

の将

年に

率は

し、

の他

 
 

■年齢

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.1

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

１
９
７
５

（昭
和
５
０
）

（人）

55,705
5

人口・世帯数

後、人口
平成 22 年国

法を用いて推

の人口は約

600 世帯にな

平成 22 年

年の年少人

14.2％）、生

091 人（17.

（65 歳以上）

ており、この

後さらに少子

が懸念されま

国立社会保障

将来推計によ

には 28,000

は 40％を上回

倉吉市の都

他の取組みに

齢３区分別人

12.6
14.5

1

１
９
８
０

（昭
和
５
５
）

１
９
８
５

（昭
和
６
０
）

（平
成
２
）

75歳以上

57,251 57,306 56

数の将来見

が減少し
国勢調査に基

推計を行った

約 46,300 人

なると予測さ

（実績値）と

人口（0～14

生産年齢人口

1％）減少す

）は 1,626 人

のままの状況

子高齢化に

ます。 

障・人口問題

よると、倉吉

人程度まで

回ると推計し

都市としての

により、平成

人口の推移（

資料：実

17.4

20.6

2

１
９
９
０

（平
成
２
）

１
９
９
５

（平
成
７
）

（平
成
１
２
）

65～75歳

6,602 55,669
53

見通し 
し、少子高
基づき、統計

た結果、平成

人、世帯数

されます。

と比較して、

歳）は 93

口（15～64 歳

する一方、老

人（11.4％）

況で推移した

拍車がかか

題研究所（社人

吉市では平成

で減少し、高

しています。

の持続性や自

成 72 年に 35

（平成 27 年以

実績値は国勢調

 

23.7
26.1

28

２
０
０
０

（平
成

２
）

２
０
０
５

(

平
成
１
７
）

(

平
成
２
２
）

歳 15～

3,996
52,579

50,

2-17 

高齢化が進
計的な

成 32

は約

平成

33 人

歳）は

老年人

増加

た場合、

かるこ

人研）

成 72

高齢化

しか

立性を維持

5,000 人程度

以降は人口減

調査、推計値は

注）
注）

総⼈

総世
1世帯

34

8.2

31.7

２
０
１
０

成
２
０
１
５

(

平
成
２
７
）

（平
成
３
２
）

64歳 0

推計

720
48,886

46,32

進行すると

していくため

度に人口を維

減少対策有無

は国立社会保障

基準年次の人
年齢 3区分別

資料：

年少⼈⼝
（0〜14歳）
⽣産年齢⼈⼝
（15〜64歳）
⽼年⼈⼝
（65歳以上）

⼈⼝（⼈）

世帯数（世帯）
帯あたり⼈員数

表 人

.4
35.7

33.8 34.6

２
０
２
０

２
０
２
５

(

平
成
３
７
）

２
０
３
０

（平
成
４
２
）

0～14歳

計値

22

47,126

独自推

社人研推

45,460
44,035

第２章 

と推計 

め、第 11 次倉

維持すること

無別による推

障・人口問題研

人口・世帯数は
別人口の下段は

第 11 次倉吉市

平成2
50,
6,

  （％） 1
⼝ 29,
（％） 5

14,
 （％） 2

18,
2数（⼈）

人口・世帯数の

38.5

２
０
３
０

２
０
３
５

(

平
成
４
７
）

２
０
４
０

（平
成
５
２
）

高齢化率社人研

推計値（対策実施）

推計値（対策なし）

4

37,03

倉吉市の現

倉吉市総合計

を目指してい

推計値） 

研究所、倉吉市

は平成 22 年国
は、総人口に占

市総合計画（後

22年 平成27年
,720 48,53
,573 6,09
13% 13%
,857 27,03
59% 56%
,290 15,41
28% 32%
,266 18,01
2.78 2.6

の将来見通し 

5

35.0

２
０
４
０

２
０
４
５

(

平
成
５
７
）

２
０
５
０

(

平
成
６
２
）

研 高齢

）

40,740

30

現状と課題 

計画やそ

います。 

市独自推計 

勢調査 
占める比率

後期計画）

年 平成32年
33 46,322
90 5,640
% 12%
32 24,766
% 53%
11 15,916
% 34%
10 17,591
69 2.63

 

40.2

33.1
34,96

２
０
５
５

（平
成
６
７
）

２
０
６
０

(

平
成
７
２
）

齢化率独自推計

28,017

1%
61人

0
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（％）

西
暦

（
年
度
）
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産（3）

 産①

就業
産

な人

り、

にあ

の就

第

店や

ぼ横

 
 

失業
就

まし

 
■

 

 

 

 

 

 

事業
事

所の

 
■

 

 

 

 

 

 

 

 
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

（事業所

章 倉吉市の

45,9

0

0,000

0,000

0,000

1
（人）

産業 

産業就業者数

業者総数
産業区分別の

人口減少、少

就業者数は

あります。特

就業者の減少

第 3 次産業

や医療・福祉

横ばいの傾向

     

業率は増
就業者人口の

したが、少子

■事業所数

業所数は
事業所数は減

の減少が多い

■事業所数

3,574 3,56

27,127 26,1

昭和56 昭和

所）

現状と課題 

959
29,317

1,164

4.0%

平成12

15歳以上人口

数、事業所

は減少傾
の人口を見る

少子高齢化の

は平成 7 年

特に第 1 次と

少が顕著とな

は、卸売・小

祉関連の業種

向にあります

     

加傾向に
の減少する中

子高齢化の影

・従業者数の

減少傾向
減少傾向にあ

いことや、事

・従業者数の

資

61 3,547 3

187 27,854 2

和61 平成3 平

44,968
27,7

6.1%

平成

労働力

所数 
傾向、第 1
ると、全国的

の影響等によ

より減少傾向

と第 2 次産業

なっています

小売り・飲食

種により、ほ

す。 

     

にあったが
中で、完全失

響による人手

の推移 

向 
ありますが、

事業所の大型

の推移 

資料：平成 18 年

3,623
3,309

28,988
24,887

平成8 平成11

事業所

2-18 

4
98
1,690

%

17

力人口

次・第 2
的

よ

向

業

す。 

食

ほ

     

が、近年低
失業者人口の

手不足などに

従業者数は

型化がうかが

年までは事業

5

8

15

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

昭

（人）

3,310
3,0

7
27,000

23,5

1 平成13 平成

所数 従

3,560
26,215

1,88

7.2%

平成22

完全失業者人

2 次産業で

  

低下の傾向
の増加により

により近年失

はほぼ横ばい

がえます。 

所・企業統計

5,678  4,791  4

8,718  8,990  8

5,157  15,421  16

昭和60 平成２ 平

■産業

085 3,140

524 24,032
2

成16 平成18 平

従業者数

42,153
25

9

4

平

人口 完

で減少が顕

向 
、完全失業

失業率は低下

いであること

調査、平成 21

4,224  3,527  3

8,886  8,390  6

6,416  16,167 
15

平成７ 平成12 平

業３部門別人口

3,193
2,974

27,645
23,928

平成21 平成24

平成18より旧関

を含む

3
5,034

1,081

4.3%

平成27

完全失業率

顕著 

率は増加傾

下の傾向にあ

から、小規模

1 年以降は経済

3,043  2,678  2

6,592  5,383  5

5,982 
15,578  15

平成17 平成22 平

口の推移 第３次

第２次

第１次

3,018 2,9

8 23,592 23,

4 平成26 平成

関金町

資料：国勢

資料：国勢

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

向にあり

あります。 

 

模な事業

済センサス 

2,393 
5,310 

5,876 

平成27

次産業

次産業

次産業

（年度）

921

191

0

5,000
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20,000
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成28

（人）

勢調査

調査



【事例

 企②

独
 
倉

外に

平成

した

ま

てい

行政

迫す

えら

くな

待さ

ま

おり

 

 
 

中心
山

てい

てい
 

■

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

フ

 

 
○
○

例】 

企業等の進

自性のあ

倉吉市への企

に本社を置く

成23年度以

た。 

また、既存の

います。これ

政の立地助成

する大規模災

られます。鳥

なかったこと

されます。 

また、中心市

り、特に地域

心市街地
山陰道の整備

います。また

います。この

■店舗数及び

フィギュア

グッドスマイ

○マンガ王国
○アニメ・フ

ポップカル

出状況 
る企業の

企業の進出状

く企業の進出

降10社の企

の 9社が事業

れらは、全国

成に加え、太

災害リスク

鳥取県中部地

とから、今後

市街地活性化

域の独自性を

地の商業活
備に伴い、買

た、市内の大

のため、中心市

び空き店舗率

製造工場の

イルカンパニー

国鳥取の取組
フィギュアな
ルチャーの全

の進出・拡

状況を見ると

出が進んでお

企業進出があ

業規模の拡大

国トップクラ

太平洋沿岸等

の回避行動

地震の影響は

後も企業進出

化計画に基づ

を活かした新

活動は依然
買物圏が拡大

大型店舗は中

市街地の店舗

率の推移 

進出 

ー（H26.12 進出

組 
などの 
全国的な高ま

2-19 

拡大による

と、県

おり、

ありま

大をし

ラスの

等で切

動が考

は大き

出が期

づく施策の推

新しい取り組

 

 

 

 

然厳しい状
大し、東部・

中心市街地外

舗数が減少し

進出協
締結年

H23 年

H24 年

H25 年

H26 年

出協定）

まり 

●旧

と

●「

白

ア

る雇用創出

推進による雇

組みが拡がり

状況 
西部圏域の

外に多く立地

し、空き店舗率

協定
年度 主な

年度 ㈲ワール

年度

㈱ウッド
（プラス
㈱カイン
㈱アイ・
廣川マテ

年度
㈱トンボ
㈱プロビ

年度
富士基礎
㈱モリタ
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明倫小学校円

して再生（中

レトロ＆クー

白壁土蔵群など

アニメとコラボ
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出の進展 

雇用創出の取

を見せてい

複合商業施

地しはじめ、既

率は約 20％

資料：倉吉市

な進出企業（業

ルドファーム（農

プラスチックテ
チック製造・東
ズ（情報通信
オー・プロセス
リアル㈱（食品

ボ倉吉工房（スク
ズモ（ソフト開

礎機械㈱（建設機
製作所（医療機
スマイルカンパ

形校舎を「フ

活計画） 

ルツーリズム

（

どレトロな街並

ボしたイベント

資料

倉吉市の現

り組みも進

ます。 

設との競争

既存商店街

で推移してい

平成 25 年空き

 
業種・本社所在

農産品加工・茨

テクノロジー 
東京） 
・大阪） 
ス（情報処理・
品容器・大阪）

クールウェア・
開発・島根） 

機械部品・兵庫
機器・京都） 
パニー（東京）

フィギュアミュ

ム」の取り組み

（観光戦略ビジ

並みとフィギュ

ト開催など 

：倉吉市企業

現状と課題 

められて

 

が激化し

と競合し

います。 

 

 

き店舗調査

在地） 

茨城）

・大阪） 
 

・岡山）

庫）

 

ージアム」

み 

ジョン） 

ュアや 

進出実績
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資料：工業統

者数ともに

数は、平成 25

平成 22 年度か
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泊者数の推移
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平成27
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そのうち外

平成 27年度に
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ないものの、
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観光宿

倉吉
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H
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商品販売額は卸

      

外国人宿泊

にかけて、増加

けて、緩やか

増加傾向に

資料：
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1,286  1,

平成24 平成

宿泊者数 （う
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 資料：商業
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加傾向にあ

かに増加して

あります。 

：倉吉市観光交

16 
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,128  1,323 

成25 平成26

うち外国人）
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935.8 

成19 平成26

%

機

津開業
H20
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す。 

業の合計額 
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傾向 
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おり、外
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用途地域は

1 割の農地が

当たらないも

られます。ま

 

 

 

 

 

 
企

が

 

空き家、

業地での 

宅地立地 

利用現況図 

関金支所〇 

 

状況 
での宅地
942ha あり、

が残存してい

ものの、空き

た、幹線道路

 

企業進出用地

が不足気味 

空き店舗が点在

工業地での

住宅地立地 

地化の進行
、そのうち約

います。土地

き家や空き店

路沿道の利便
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在 

資

行 
約 6 割は宅地

地利用状況を

店舗が増えて

便性の高いエ

幹線道路沿

高いエリア

進展 

用途地域外の

宅地化の進展

用途地域

宅地化の

資料：平成 26

地（住宅、商

を見ると中心

ている一方で

エリアでの土

道の利便性の

で土地利用が

第２章 

域外の

の進展

年度 鳥取県都

◎ 
市役所

商業、工業、

心市街地には

で、用途地域外

土地利用が進展

倉吉市の現

都市計画基礎

公共用地）

大規模な開発

域外で宅地化

展してきてい

現状と課題 

調査

が占め、

発余地は

の進行が

います。 
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割

章 倉吉市の

法適用状況 
線道路沿
倉吉市の行政

9,062ha が都

用途地域では

系用途地域が

そのうち、準

を図るため、

用途地域の指

面積（ha）

割合（％） 10

計区分

現状と課題 

沿いの農振
政区域面積は

都市計画区域

は、市街地に

が 55％、商業

準工業地域で

特別用途地

指定状況 

 

第1種
低層
住居
専用
地域

942 19

00.0 2.0

計

振白地地域
は 27,206ha

域に指定され

における用途

業系が 16％、

では、大規模

地区（大規模

519h
第1種
中高層
住居
専用
地域

第2種
中高
住居
専用
地域

199

21.1 2

住居
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域で開発が
であり、市

れています。

途の混在を防

、工業系が

模集客施設の

模集客施設制

ha 55.1%
種
層

居
用
域

第1種
住居
地域

第

24 263

2.5 27.9

系

が進行 
市域の北東部

 

防ぐため、大

29％の面積を

の郊外への拡

制限地区）が

資料

資料

150ha
第2種
住居
地域

近隣
商業
地域

14 8

1.5 8.

商

において、面

大枠の土地利

を占めていま

拡散を制限し

合わせて指定

：平成 29 年 

 

：平成 25 年 

a 15.9%
商業
地域

準
地

84 66

9 7.0

商業系

面積の約 1/

利用を定めて

ます。 

、中心市街地

定されていま

倉吉都市計画

倉吉市都市計

273ha
工業

地域
工業
地域

107 135

11.4 14.3

工業系

3 にあた

おり、住

地の活性

ます。 

 

画基礎資料 

計画総括図 

29.0%
工業
専用
地域

31

3.3
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313 

用途地域や農

が、用途地域
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用途地域外の

路沿道やＩＣ

■法適用現況

9

倉吉

金支所 

農用地区域な

域外で国道 3

が見られます

の住宅地等の

Ｃなどの利便

況図 

9 

吉西 IC 

などの土地利

13 号など幹

す。 
の開発は、農

便性の高いエ

資料：国土数
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北栄 IC 

北栄南 IC

倉吉 IC 

利用制限が都

幹線道路沿い

農振白地地域

エリアにおい

数値情報ダウ

倉吉市役
◎

都市計画区域

に「農業振興

域で見られま

いて宅地開発

ンロードサー

第２章 

□

所 

域の概ね全域

興地域内農用

す。今後も

等の進行が予

 

注）国道の点

ビス 地域デ

倉吉市の現

はわい I

□倉吉駅 

179 

凡 例

都市計画

用途地域

農用地区

農業振興

保安林 

国有林 

自然公園

国道 

域で適用され

用地区域外農

、用途地域外

予想されます

点線は整備予定

ータ（平成 27

現状と課題 

C 

例 

画区域 

域 

区域 

興地域 

園地域 

れていま

農地」（農

外の幹線

す。 

 
 
 
 
 

定道路示す 

7 年現在）
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開発許可等は、

市街地開発事業

農地転用の推

開発許可等
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市街地開発

事業等(ha

0
20
40
60
80

100
120
140
160

開
発

面
積
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現状と課題 

面積は横ばい
以降の開発許

ついて、用途

す。転用目的

市街地開発の

3,000 ㎡を超

業等は、土地区

推移 

H8‐12

等
8.19

発

)
133.83

H19

用途地

用途地

い、用途地
許可・市街地

途地域内の転

的の過半数は

の推移   

超える民間によ

区画整理事業等

H13‐17

5.28

2.45

河北地区

土地区画

H20 H

地域（件数）

地域内（面積）
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地域内の農地
開発事業に

転用件数は増

は住宅用地と

    

よる開発 

等の公共開発事

H18‐22

2.34

1.55

区の

画整理事業

H21 H22

地転用件数
よる開発面積

増減を繰り返

なっていま

事業。 

資料：平

H23‐25

2.18

5.83

H23

用途地

用途地
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積は低く推移

返し、面積は

す。 

成 26 年度 鳥

H24 H

地域外（件数）

地域外（面積）

面積は増加
移しています

は平成 23 年以

鳥取県都市計画
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土地区画整理事業は、昭和 29 年から平成 23 年にかけて全 25 地区、面積約 350ha、計画人

口約 27,000 人の市街地整備を行ってきました。 
 

■宅地開発状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年度 鳥取県都市計画基礎調査 

  

番号 地区名 事業主体 面積(ha) 事業期間 番号 地区名 事業主体 面積(ha) 事業期間
1 上井団地 県住宅供給公社 3.35 S41 14 上井西 組合 1.32 S63～H1
2 福守団地 県住宅供給公社 4.87 S44～S45 15 秋喜第二 組合 1.37 H1～H2
3 生田団地 個人 1.46 S46 16 旭西町 組合 0.83 H11～H12
4 米田 県住宅供給公社 2.61 S46～S47 17 海田東町 組合 1.55 H18～H19
5 生田第二 個人 0.84 S46～S47 18 生田 組合 0.87 H20～H21
6 巌城 個人 2.89 S48 19 上井駅前 倉吉市 13.97 S29～S34
7 東鴨 個人 2.84 S48～S49 20 倉吉駅裏 倉吉市 26.50 S35～S41
8 余戸谷 市開発公社 6.51 S48 21 上灘 倉吉市 112.90 S47～S58
9 和田 県住宅供給公社 4.31 S49～S52 22 河北 倉吉市 88.58 S58～H7
10 長坂 共同 6.78 S46～S51 23 河北第二 倉吉市 45.25 S62～H7
11 福庭 共同 2.13 S52～S53 24 東中学校公園線沿道 倉吉市 1.62 H5～H12
12 第二福守団地 県住宅供給公社 5.56 H4～H6 25 上井羽合線沿道 倉吉市 4.96 H13～H23
13 秋喜 組合 5.05 S58～S60

凡例 
土 土地区画整理事業 位置番号 
■ 住居系開発 
■ 商業系開発 
■ 工業系開発 

23 

22 11 

17 

25 

1

14 19 

16

6

9

20

24
21

48

5

3

18 

15 13 

2 

12

10 7
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都市施設

交通 
条湯原道
広域的な幹線

規格道路「北

以南の整備が

の国道、地域

動車道に接続

県道は市街地

や交通量の多

市道は、平成

ていますが、

 

■現況の道路

現状と課題 

設 

路等幹線
線道路網は、

北条湯原道路

が進められて

域高規格道路

続し広域道路

地中心部から

多い交差点で

成 29 年 4 月

生活道路が

路網図 

線道路の整
国道 179 号

路」が市中央

ており、ＩＣ

路は整備中の

路ネットワー

ら放射状に伸

では混雑発生

月現在で、延

がほとんどで
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整備が進行
号と国道 313

央部を南北に

Ｃ周辺のアク

の山陰自動車

ークを形成し

伸び、都市の

生区間があり

延長 66.4km、

であるため、

 

資料：中部総

行 
号、国道 31

に縦貫してい

クセス道路も

車道（北条道

しています。

の骨格を形成

ます。 

内改良済は

十分な幅員

総合事務所管内

13 号のバイパ

ます。北条湯

整備が進め

道路）や米子

 

成しています

は 44.2km で整

を確保して

※高規格幹

内図（平成 25

パス路線で

湯原道路は倉

られています

自動車道、

すが、市街地

整備率は 66.

いない箇所

幹線道路網図は

年 10 月）をも

ある地域

倉吉西Ｉ

す。これ

中国縦貫

内の踏切

.6％とな

がありま

P2-8 参照 

もとに作成 
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都市計画道路

期未着手
倉吉市の都市

成済は 54.48

平成 24 年度

周辺の渋滞対

県道上井北条

れています。

が必要ですが

会を踏まえた

路等 
の都市計
市計画道路は

8km で、整備

度に駅周辺整

対策や鳥取看

条線（旧市道

都市計画道

が、その他の

た計画の見直

 

計画道路が
は平成 29 年

備率は 73.5％

整備（駅橋上

看護大学等へ

道駅北通り線

道路小鴨川沿

の未整備路線

直しが必要と
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倉吉駅前広
3.4.1
3.4.9

都市計画駐車
名称

新町駐車場

が存在 
4 月現在で、

％と県平均の

上化・広場整

へのアクセス

線））、倉吉

沿線（県道倉

線のほとんど

となっていま

 

広場
住吉町倉吉停
上井羽合線

車場　1箇所
位置

場 新町三丁

、44 路線、延

の 63.4％を上

整備、土地区

ス向上を図る

吉駅河北線（

倉吉江北線）

どは、長期未

ます。 

資料：倉
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停車場線 0.4
0.3

面積
目 約0.3 ha

延長 74.09km

上回っていま

区画整理事業

ため、都市

（市道八屋福庭

は市街地環状

未着手路線に

倉吉都市計画基

倉吉市の現

46(ha) (倉吉駅
3(ha)　(倉吉駅

構造階層 収
広場式

m、そのうち

ます。 

）が完了し、

計画道路上井

庭線）の整備

状道路とし

なっており人

基礎資料（平成

現状と課題 

駅南側)
駅北側)

収容台数 施工
112台 鳥取

改良済・

、現在、

井羽合線

備が進め

て早期整

人口減少

成 29 年 4月）

工者
取県
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 公③

中山

市と

拠点

用し

年々

 

 

 

倉

スル

公共

区）

こ

城地

す。

現

の促

 
■集

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

章 倉吉市の

公共交通 
山間地を
ＪＲ倉吉駅は

との長距離バ

点となってい

しかし、鉄道

しており、人

々減少傾向に

倉吉市では民

ルートが伸び

しかし、少子

共交通空白地

は、中山間

このため、北

地区では「Ｎ

 

現在、中部

促進や地域ニ

集落の中心か

現状と課題 

中心に公
は鉄道と多数

バスが乗り入

います。 

道利用者の多

人口減少や自

にあります。

民間バス事業

びています。

子高齢化や自

地区（集落の

間地を中心に

北谷地区及び

ＮＰＯ法人た

1市 4町と事

ニーズに即し

から最寄バス

公共交通不
数の路線バス

入れるなど公

多くは通勤と

自家用車の普

 

業者により、

特に倉吉駅

自家用車の普

の中心から最

に多数存在し

び高城地区で

たかしろ」に

事業者等で公

した交通手段

ス停までの距

資料：第

2-28 

不便地域が
スや主要都

公共交通の

と通学に利

普及に伴い、

40 系統が運

駅から打吹地

普及に伴い、

最寄のバス停

し、平地部分

では予約型乗

による公共交

公共交通協議

段の提供につ

距離 

第 2期鳥取県

倉吉市

公共交

が多数存在

 

運行されてお

地区の間は路

不採算路線

停まで 500ｍ

分においても

乗合タクシー

交通空白地有

議会を組織し

ついて検討し

中部地域公共

市予約型乗合タ

交通空白地有償運

4,78

4,000

4,200

4,400

4,600

4,800

5,000

平成

人/日

在 

おり、中心市街

路線が集中し

線の廃止や運

以上離れ、バ

このような地

ーが運行され

有償運送の取組

し、利便性・採

ています。 

 
交通総合連携

クシー運行（高

運送（高城地区

84 

43

成17 平成

乗降客数

資

街地から放射

ています。 

運行の見直し

バス利用が

地区が見られ

れています。

組みが行われ

採算性の確保

計画（平成 28

高城、北谷地区）

区） 

388
4328

成21 平成24

数の推移

資料：ＪＲ西日

射状にバ

しが進み、

困難な地

れます。 

また、高

れていま

保、利用

8 年 3 月）

） 

4272

4 平成26

日本調べ 



 公④

公園
平

全て

取県

か所

とも

倉

豊か

国立

打

や博

るな

ま

える

地域

近

また

公園

 

 下⑤

下水
倉

か農

整備

普及

って

84.

あり

ま

の整

の進

一

河川

害を

重要

 
天神

天

質は

高城

地域

 

公園・緑地 
園・緑地
平成 29 年 4

てが供用済み

県平均約 14

所、14.8ha あ

もに老朽化が

倉吉市は、打

かな緑に包ま

立公園区域が

打吹山を含む

博物館を有し

など市の象徴

また、倉吉市

る歴史遺産と

域に親しまれ

近年では、豊

たイベントと

園・緑地の適

下水道・河川

水道等の人
倉吉市の生活

農業・林業集

備を進めてお

及率は 93.6％

ています。

3％と低く水

ります。 

また、公共下

整備率は 18.

進捗を高める

一級河川天神

川と比べて急

をもたらす可

要な課題とな

神川流域
天神川及び小

は極めて良好

城、上小鴨、

域での維持管

地の適切な
月現在、都

みとなってい

㎡/人を上回

あり都市公園

が懸念されて

打吹山に代表

まれており、

が指定されて

む打吹公園は

し、日本のさ

徴的な施設と

市には伯耆国

として国府跡

れています。

豊かな自然や

として親しま

適切な管理・

川 
人口普及率
活排水処理は

集落排水及び

おり、平成 2

％と鳥取県平

しかしなが

水洗化を促進

下水道事業に

0％と低いた

る必要があり

神川は、支川

急勾配な上、

可能性があり

なっています

の水質保
小鴨川は平成

好です。また

関金）整備

管理が行われ

な管理・保
都市計画公園

います。人口

回っています

園とともに市

ています。

表される山々

東には三朝

ています。

は、総合公園

さくら名所 1

となっていま

国府が置かれ

跡や国分寺跡

 

や歴史的な景

まれており、

・保全や施設

率は高いが水
は、公共下水

び合併処理浄

29 年 3 月現

平均 93.1％

がら、水洗化

進していく必

による雨水排

ため、内水被

ります。 

川の国府川、

洪水時の河

ります。この

す。 

保全 
成 27 年に全

た、天神川流域

備され、地域

れています。
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保全 
は、市内に

一人当たり

す。また、都市

市民の憩いの

々の緑、河川

朝東郷湖県立

園として運動

100 選に選定

ます。 

れた歴史文化

跡等が整備さ

景観を身近に

ゆとりと潤

設の充実が求

水洗化の遅
道のほ

浄化槽で

現在人口

を上回

化率は

必要が

排水施設

被害対策

小鴨川と合

河川水位は周

のため中小河

全国で水質が

域には親水施

域のイベント

 

資

生活

普及

水洗

25 か所、76

の公園整備面

市公園以外に

の場となって

川沿いの緑、

立自然公園区

動施設

定され

化を伝

され、

に感じられる

潤いのある生

求められてい

遅れ、内水

合流し、日本

周辺地盤より

河川も含め堤

が最も良好な

施設である

トや学校の授

資料：平成 28

活排水処理施設

人口

割合

人口

割合

及率

洗化率

区分

第２章 

6.29ha が計

面積は約 16

に上灘中央公

ています。し

田園地帯の

区域が指定さ

るウォーキン

活環境のニー

ます。 

水・浸水被

本海に注いで

高い区間が

堤防整備など

河川のひと

「水辺の楽校

授業などに活用

年度 生活排

設整備状況
公共

（特環）
下水道

農業
集落
排水

36,771 7,098

76.5% 14.8%

31,168 5,617

69.3% 12.5%

倉吉市の現

打

計画決定され

㎡となって

公園などの公

しかし、施設

緑など、市域

れ、西には大

ングが日常的

ーズを踏まえ

被害リスク

でいますが、他

あるため、深

の浸水対策

つに選ばれ

校」が 4か所

用されると

排水処理施設整

林業
集落
排水

合併
浄化槽

8 25 1,09

% 0.05% 2.3

7 25 1,09

% 0.1% 2.4

現状と課題 

打吹公園 

ており、

ており、鳥

公園が 114

の増加と

域全体が

大山隠岐

的に、

えた、

あり 

他の一級

深刻な被

の促進が

るなど水

所（河北、

ともに、

整備状況 

併
槽

計

93 44,987

3% 93.6%

93 37,903

4% 84.3%
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 そ⑥

公共
平

処理

てい

都

過年

育て

を超

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章 倉吉市の

その他の都市

共建築物
平成 29 年 4

理場、市場、

います。 

都市施設を含

年数 30 年以

て支援施設、

超え、施設の

現状と課題 

市施設 
の老朽化
4 月現在、都

火葬場がそ

含む市所有の

以上の建築物

行政系施設

の老朽化が顕

資料：倉

化が顕著 
都市計画決定

それぞれ１箇

の公共建築物

の割合が約

設、上水道施

顕著となって

吉市公共施設

2-30 

定されたその

箇所ずつ指定

物全体を見る

4 割、30 年

設などにおい

ています。

等総合管理計

の他の都市施

定されており

ると棟数、延

年未満の割合

いては、経過

画（平成 29 年

施設としては

、周辺自治

延床面積のい

が約 6 割と

過年数 30 年

年 3月） 建物

、汚物処理場

体と共同利用

ずれにおい

なっており、

以上の建築物

物経過年数より

場、ごみ

用を行っ

ても、経

、特に子

物が半数

り 



■都市計

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画公園 位位置図 

箇所数
計画 25
供用 25

箇所数
計画 1
供用 0

緑

合

2-31 

面積 箇所数
76.29 21
76.29 21

面積
0.17
0.00

地

計 街区

 

 

資料：倉吉

数 面積 箇所数
4.76 1
4.76 1

区公園 近隣

整備
 
事業
 
未整

第２章 

都市計画基礎

数 面積 箇所数
1.30 1
1.30 1

隣公園 総合

備済 

業中 

整備 

倉吉市の現

資料（平成 29

数 面積 箇所
48.50 1
48.50 1

運合公園

現状と課題 

 

9 年 4 月）

数 面積 箇所
17.40 1
17.40 1

運動公園 特

所数 面積
1 4.33
1 4.33

特殊公園
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■公共下水道、その他の都市施設 位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

資料：下水道は、処理区域総括図（平成 29 年 12 月）、処理施設は倉吉都市計画基礎資料（平成 29 年 4月）

公共下水道事業区域 

その他の都市施設 

用途地域指定区域 



市（6）

 中①

中心
倉

店舗

駐

観光

駐

ぎわ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市街
打

区に

図る

側の

関

山陰

人気

 

 

 

 

 

 

 

市街地整

中心市街地等

心市街地
倉吉駅周辺や

舗となってい

駐車場に関し

光駐車場とし

駐車場の増加

わいが失われ

街地に魅
打吹地区のう

に指定されて

るため、建物

の歴史的な施

関金温泉は、

陰旅行の周遊

気が高まって

備 

等 
地の残存空
や打吹地区な

いる場所が増

しては、居住

して整備され

加によって利

れることにな

魅力的な自
うち、赤瓦・

ており、街な

物や道路空間

施設や街なみ

市内唯一の

遊先として認

ており、自然

 
 
 
 

宮川町観光

関

空地の増加
など中心市街

増加していま

住者向けの駐

れているもの

利便性が高ま

なるため、有

自然や歴史
・白壁土蔵群

なみの保存を

間などの、街

みを含めた地

の温泉地を形

認知度は高く

然や温泉を活
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駐車場 

関金温泉 

加 
街地では、住

ます。 
駐車場や観光

のがあります

まる一方、空

有効活用の取

史・文化遺
群周辺 9.2ha

を進めていま

街なみ環境の

地区全体の一

形成し、平成 2

くありません

活かした観光

打吹玉川

住宅や店舗が

光用駐車場に

す。 
空き地の増加

取組みが必要

遺産が存在
は、倉吉市

ます。また、

の整備を併せ

一体性や回遊

29 年に開湯

んが、近年、

光・交流の環

第２章 

明治

川伝統的建造物

が減少し、駐

に使用され、

加とあわせて

要となってい

在 
市打吹玉川伝

街なみを活

せて進めてい

遊性が必要と

1300 年を迎

農家民泊な

環境整備が課題

倉吉市の現

治町観光駐車場

物群保存地区 

駐車場や空き地

大型店舗跡地

街なみが衰退

ます。 

統的建造物群

かした市街地

ます。今後、

なっています

迎えています

ど体験型教育

題となってい

現状と課題 

場 

地、空き

地も市の

退し、に

群保存地

地形成を

、地区西

す。 

す。また、

育旅行の

います。 
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県立
倉

とが

の連

限に

ます

 

 

 住②

空
市

づき

少

によ

き地

現

き家

援を

き家

る空

 

■空

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中心

（上

上記

章 倉吉市の

立美術館
倉吉パークス

が決まった県

連携や交通環

に発揮される

す。 

住宅地等 
き家は年
市内には市営

き、維持管理

少子高齢化に

よる被災を契

地の増加と併

現在、空き家

家バンク」に

を行うととも

家の改善や除

空き家の問題

空き家の軒数

地

心市街地関係地

上井・西郷・上

記以外の 8 地区

合 

資料

現状と課題 

整備への
スクエア内の

県立美術館に

環境の整備な

るまちづく

々増加 
営住宅が 17

理を進めてい

による人口減

契機に市全域

併せ重要な問

家については

による情報提

もに、周辺の

除却の指導等

題への対応強

数 

地区 

地区 

上灘・成徳・明

区 

計 

料：倉吉市調べ

くらよし空き

の対応推進
のラグビー場

については、

など、県立美術

りに取組んで

団地あり、長

います。 

減少、さらに

域で空き家が

問題となって

は、移住・定

提供や空き家

の居住環境を

等を行ってい

強化が必要と

空き家数

倫） 
477 

334 

811 

べ（平成 29 年
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き家バンク（倉

進 
場に建設され

今後、周辺施

術館の機能が

でいく必要が

長寿命化計画

に鳥取県中部

が増加してお

ています。

定住者に向け

家を活用した起

悪化させる危

いますが、深刻

となっていま

割合 

58.8％

41.2％

100 ％

8 月現在）

倉吉市ホームペー

れるこ

施設と

が最大

があり

画に基

部地震

おり、空

け「空

起業支

危険空

刻化す

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

ージより） 

県立美術館

市営住宅（

館予定地 

（上灘町） 



都（7）

 景①

良好
倉

樹で

には

打

代の

かな

や石

物群

倉

景観

に努

区域

 

打

伯

伯

伯

大

 
ま

や歴

重要

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 バ②

バ
倉

はじ

のま

機関

ます

ら、

 

都市景観

景観形成 
好な都市
倉吉市のシン

で覆われた自

は室町時代か

打吹地区の市

の城下町が骨

な意匠を持つ

石橋からなる

群保存地区に

倉吉市は平成

観計画区域と

努めています

域を定めてい

区

打吹公園 

伯耆国分寺跡 

伯耆国府跡国

伯耆国府跡法

大御堂廃寺跡 

また、国指定

歴史・文化遺

要です。 

バリアフリー

リアフリ
倉吉市の高齢

じめ障がい者

まちづくり条

関や商業・医

す。しかしな

引き続きバ

観・都市環

景観の形
ンボルである

自然林の宝庫

からの建造物

市街地は、打

骨格となり、

つ町屋が建ち

る玉川沿いは

に指定されて

成 18 年度に

として、建築

す。このうち

います。 

区域名 

庁跡 

華寺畑遺跡 

定天然記念物

遺産は、倉吉

ー 
ーのまち
齢化率は 3割

者や妊産婦等

条例」に基づ

医療施設が集

ながら、視覚

バリアフリー

伯耆国府跡

環境 

形成 
る打吹山は、

庫です。また

物が残ってい

打吹山の北麓

現在に引き

ち並ぶ本町通

は、平成 10

ています。

に景観計画を

築物・工作物

ち、景観形成

仲ノ町

国府・国

国府・国

国府・国

駄経寺町

物である波波

吉市の貴重な

ちづくりの
割を越え、既

等が安全に安

づく道路や建

集中している

覚障がい者誘

ーのまちづく

2-35 

跡国庁跡 

スダジイな

た、その中腹

います。 

麓に形成され

き継がれてい

通りと、白壁

年に重要伝

を作成し、倉

物の形態・意

成上特に重要

位置 

国分寺 

国分寺 

国分寺 

町二丁目 

波伎神社社叢

な財産であり

の推進 
既に超高齢化

安心して活動

建築物等の整

ることから「

誘導ブロック

くりを推進し

どの広葉

の長谷寺

た戦国時

います。豊

の土蔵群

統的建造

倉吉市全域を

意匠、高さ等

要な区域（景

倉吉都市計画

国指定史跡

国指定史跡

国指定史跡

国指定史跡

叢をはじめ、

、適切な保

化社会に入っ

動できるまち

整備を行って

「重点整備地

クや段差解消

していく必要

第２章 

波波

を

等の制限を行

景観形成重点

備考 

画公園（総合公

市内に残さ

保護と活用に努

ています。倉

づくりを目指

います。特

地区」として

消等の必要な道

要があります。

倉吉市の現

波伎神社社叢 

い、良好な景

区域）とし

公園） 

れている豊

努めること

倉吉市では高

指して「鳥取

特に倉吉駅周辺

取り組みを進

道路等があ

。 

現状と課題 

打吹山 

景観形成

て以下の

かな自然

が極めて

高齢者を

取県福祉

辺は交通

進めてい

ることか
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 防①

防災
全

に見

下

のラ

近

ませ

って

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■近

非耐
一

十分

造住

大

台

地

大

章 倉吉市の

都市防災

防災・減災

災・減災
全国で自然災

見舞われてい

「鳥取県中部

ライフライン

近年実施した

せんでしたが

て対応する地

近年の主な自

耐震の木
一般住宅につ

分な住宅が平

住宅となって

区分 

大雪 
平成
平成

台風 平成

地震 平成

大雪 平成

現状と課題 

 

対策 
対策の推
災害が頻発し

います。特に

部地震」とい

ンや住宅、学

た市庁舎や学

が、あらため

地域防災力の

自然災害 

造住宅が
ついては、昭

平成 27 年現在

ています。 

時 期 

成 22 年 12 月
成 23 年 1 月 

成 23 年 9 月 

成 28 年 10 月

成 29 年 1 月､

推進、地域
し、倉吉市に

に平成 28 年 1

いう）は最大

学校等の公共

学校などの耐

めて耐震化な

の強化の重要

が多い 
昭和 56 年 5

在、約 5,000

月 琴浦町
台が年
用ビニ
12号、
地で土

月 
21日
住家や

､2 月 
1月22
2月の
休・遅
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域防災力の
においても地

10 月 21 日に

大震度 6 弱を

共施設などに

耐震化の取り

など防災・減

要性が再認識

月以前に建

0戸であると

町～大山町間
年末から元旦
ニールハウス
、15号の接近
土砂崩れや床

に発生した鳥
や公共公益施

2日～24日にか
の観測史上最高
遅延などの交

の強化 
地震、水害、

に発生した鳥

を記録し、市

に甚大な被害

り組みもあり

減災対策の推

識されました

資料：

建設された「

と推測されて

でタンクロー
にかけて立ち
などに被害が
に伴い、関金
上・床下浸水

取県中部地震
設、文化財、

かけて平野部で
高の61cmの積雪
通障害、学校

土砂災害、

鳥取県中部を

市全域で道路

害をもたらし

、倒壊など壊

推進や、災害

。 

市報くらよし

「旧基準建築物

ており、その

概要 

リーの事故に
往生。市内で
発生 
町野添・米富
、田畑の冠水

は最大震度6弱
農産物等の大規

で49cmの積雪。
雪。道路通行規
の臨時休業な

雪害など様

を震源とする

、水道、下水

ました。 

壊滅的な被害

時に市民が一

し（平成 28 年

物」で、耐震

うちのほとん

より、国道9号
は倒木や農作

地区をはじめ
や公共交通が

弱（Ｍ6.6）を
規模な被害が

2月9日～11日
規制や公共交通
どの被害が発

々な災害

地震（以

水道など

害は受け

一体とな

12 月号） 

 

震性が不

んどが木

号の約1000
物・農業

、市内各
が運休 

観測し、
が発生 

日にかけて
通機関の運
生 


